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細胞診単独検査と比較する 小山地区モデル事業。第 27 回日本婦人科がん検診学会総

会・学術講演会 2018 年 9 月 8-9 日 東京 帝京大学板橋キャンパス 

 

山口順子、堀江健司、馬場洋介、高橋 佳代、高橋宏典、松原茂樹、岡健介、松原大輔、

片岡功一。治療に否定的な感情を示した両親への心理支援：肯定的感情への変化の過程を

振り返る。第 24 回日本胎児心臓病学会。2018 年 2 月 17 日。さいたま市ラフレさいたま 

 

湯村寧、太田邦明、岩本晃明、岡田弘、辻村晃、北澤正文、鈴木達也、柿沼敏行、高江正道、

鈴木直．我が国における精子凍結施行施設へのアンケート実態調査(厚生労働省調査研究よ

り)．第 106 回日本泌尿器科学会、京都、2018 年 4 月 19-22 日 

 

湯村寧、岡田弘、太田邦明、岩本晃明、柿沼敏行、北澤正文、鈴木達也、渡邉知映、高江正

道、辻村晃、鈴木直．血液内科施設への精子凍結に関するアンケート調査結果(厚労省調査

結果より)．第 106 回日本泌尿器科学会、京都、2018 年 4 月 19-22 日 

 

湯村寧、辻村晃、岡田弘、太田邦明、北澤正文、鈴木達也、柿沼敏行、高江正道、岩本晃明、

鈴木直．我が国における 2015 年度の抗がん剤治療前の精子凍結患者数調査(厚労省調査研究

より)．第 106 回日本泌尿器科学会、京都、2018 年 4 月 19-22 日 

 

李冬平、王良誠、佐々木重胤、近澤研郎、今井賢、桑田知之、高木健次郎；発作性夜間ヘモ

グロビン尿症合併妊娠で二回妊娠、出産に成功した 1 例・日本周産期・新生児医学会雑誌

54(2)750, 2018.06 

 

若松修平、鈴木寛正、坂本有紀、今吉真由美、岡島毅、小沼誠一、高橋宏典、松原茂

樹 。胎盤用手剥離後の癒着胎盤による大出血への対応：Matsubara-Yano 縫合+Holding the 

cervix 併用法の有効例。第 87 回栃木県産科婦人科学会学術講演会 とちぎ健康の森 2018

年 2 月 4 日 

 

著書・総説 

 

鈴木達也．反復不成功症例への対策. 「図説 よくわかる臨床不妊症学．生殖補助医療編．

第 3 版」 (編) 柴原浩章，他. 中外医学社．東京．pp313-322，2018． 

 

鈴木達也．不妊治療における女性ホルモンデータはどう解釈すべきですか？「検査説明

Q&A」．臨床検査 62：672-675，2018． 



 

鈴木達也．卵子提供後妊娠と免疫. 「実践 臨床生殖免疫学」 (編) 柴原浩章. 中外医学社．

東京．pp460-464，2018． 

 

鈴木寛正、松原茂樹。血液型不適合妊娠。In: 柴原浩章 編。臨床生殖免疫学。中外医学

社。2018年。pp383-90 

 

高橋宏典、松原茂樹。産科合併症の薬物療法 つわり・妊娠悪阻。周産期医学 

2018;48:37-39. 

 

高橋詳史、竹井裕二、藤原寛行。性索間質性腫瘍の治療。婦人科癌‐最新の研究

動向－。日本臨牀 2017;76:689-693 

 

竹井裕二、藤原寛行。子宮がん。In 泉孝英（編集主幹）。ガイドライン外来診療 2018 日経

メディカル開発 2018 pp594-599 

 

松原茂樹。前置胎盤・低置胎盤。In  (福井次矢ら編集)今日の治療指針 2018, 1340  医学

書院 東京  

 

松原茂樹 (翻訳) 妊娠と授乳 In: Hall JE, 石川義弘ら （編著）ガイトン生理学13版 pp 

966-981  2018 Elsevier  

 

松原茂樹。「患者さんが病気と闘った記録を正しく残すこと」の重要性。病理解剖5000症

例記念誌。自治医科大学病理学講座。 2018. P34 

 

松原茂樹ら計23名（監修）。病気がみえる Vol 10 産科  MedicMedia  東京 2018  

pp1-456 

 

講演・その他 

Matsubara S. Clinical Research Support Team (CRST) system and rural medicine. Rural Remote 

Health (Journal) Net Discussion: （Internet での国際講演） 

https://www.facebook.com/events/210423213056492/permalink/220383925393754/ 

 

今井賢。ブタの解剖・第 6 回とちぎ婦人科内視鏡研修会：福島，2018.05.27  

 

今井賢。ブタの解剖・腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清セミナー：神奈川，2018.06.03  



 

今井賢。内膜症癒着により尿管剥離に難渋したＴＬＨ（ビデオクリニック）・コヴィディエ

ンＴＬＨセミナー：神奈川，2018.08.25  

 

今井賢。トレーニングに必要なブタの解剖・STEPS 第 4 期：長野， 2018.11.04  

 

今井賢。腹腔鏡手術が上手くなるために〜今日からできるトレーニング（基礎編）〜・第 136

回 関東連合産科婦人科学会 総会・学術集会 ハンズオンセミナー：東京，2018.11.14  

 

今井賢。ブタの解剖〜よりよいトレーニングを行うために〜：新潟, 2018.12.09 

 

大舘花子。自治医大におけるがん関連 VTE の現状。がんと循環器を考える会 in 薬師寺。

下野 2018 年 11 月 30 日 

 

鈴木達也。精子調整法・顕微授精．第 17 回日本卵子学会生殖補助医療資格認定制度講習会，

東京，2018 年 4 月 21 日 

 

鈴木達也。がん・生殖医療～若年がん患者に対する妊孕性温存の取り組み～．宇都宮市産婦

人科医会学術講演会，宇都宮市，2018 年 6 月 8 日 

 

高橋宏典。教育講演：癒着胎盤の画像診断と対処法。2018 年度宇都宮産婦人科医会および

各群市部合同研修会 2018 年 5 月 18 日宇都宮文化会館 

 

高橋宏典。領域横断６プライマリ・ケアにおける超音波検査実践活用術〜腎・泌尿器、女

性生殖器〜婦人科疾患における超音波所見。第 91 回日本超音波医学会学術講演会 2018 年

6 月 10 日。神戸ポートピアホテル 

 

高橋宏典。｢簡単に書けるようになる｣論文の書き方。リカレントセミナー2018 2018 年

11 月 11 日 東京工業大学 

 

高橋詳史。婦人科領域における Cancer-VTE の治療戦略。担がん患者の Total Care を考える。

群馬 2018 年 5 月 18 日 

 

高橋詳史。当院における周術期 VTE 予防の取り組み。がんと血栓症セミナー。宇都宮 2018

年 9 月 20 日 



種市明代。「腺筋症核出術 ～先進医療で実施可能に～」.第 3 回とちぎ婦人科腫瘍セミナ

ー 下野 2018 年 11 月 15 日 

 

種市明代。「腺筋症核出術 ～先進医療で実施可能に～」.リムパーザ発売記念講演会 in

栃木 宇都宮 2018 年 11 月 29 日 

 

近澤研郎。どんな時でもやる気をだすために・婦人科ラパロ真剣ゼミ-縫合結紮セミナー基

礎編-；京都, 2018.5.19 

 

近澤研郎。子宮体癌に対する腹腔鏡下準広汎子宮全摘術；第 2 回婦人科手術研究会；東

京,2018.5.26 

 

近澤研郎。ハーモニック HD の適正使用・第 6 回とちぎ内視鏡研究会；福島,2018.5.27 

 

近澤研郎。腹腔鏡下の傍大動脈郭清・LAP 傍大動脈リンパ節郭清セミナー；東京,2018.6.3 

 

近澤研郎。明日から活かせる腹腔鏡下手術の技術を学ぼう・第 135 回関東連合産科婦人科学

会 総会・学術集会 ハンズオンセミナー：東京,2018.6.16 

 

近澤研郎。練習でやる気を出し続けるために・第 2 回 昭和大学病院 産婦人科「腹腔鏡

DRYBOX スキルアップセミナー」：神奈川,2018.6.24 

 

近澤研郎。徹底的に卵巣機能温存にこだわった卵巣腫瘍核出術；第 6 回新潟婦人科内視鏡手

術セミナー,新潟 , 2018.7.1 

 

近澤研郎。ヘラ型電極での膀胱子宮靭帯前層処理・第 3 回女性骨盤解剖研究会,2018.7.7 

 

近澤研郎。ビデオクリニック コメンテーター・司会・第 7 回とちぎ産婦人科内視鏡研修

会,2018,10,14 

 

近澤研郎。鏡視下の解剖学、子宮動脈、尿管同定について・婦人科ラパロ真剣ゼミ-縫合結

紮セミナー応用編-；京都, 2018.11.3  

 

近澤研郎。明日から活かせる腹腔鏡下手術の技術を学ぼう・第 136 回関東連合産科婦人科学

会 総会・学術集会 ハンズオンセミナー：東京,2018.11.14  

 



近澤研郎。TLH の解剖 前方アプローチと側方アプローチの違い；東京,2018.11.17 

 

近澤研郎。38 歳からのリサーチマインド、鏡視下解剖学から開腹への回帰, 新潟 2018.12.9  

 

藤原寛行。GOTIC003 iPLAS 試験結果報告・GCIG 参加報告. 第 28 回 GOTIC 教育セミナー. 

東京 2018 年 2 月 3 日. 

 

藤原寛行。卵巣癌治療～個別化治療 update. 中外製薬社内勉強会. 宇都宮 2018 年 2 月 15 日. 

 

藤原寛行。婦人科手術の実際. テルモ株式会社社内勉強会. 2018 年 3 月 8 日. 

 

藤原寛行。産婦人科での女性医師の働き方の現状と取り組み. 第 6 回 Jichi Joy Café. 2018 年

3 月 23 日. 

 

藤原寛行。HPV 検査と細胞診併用検診の有効性の検証. 愛知県産婦人科臨床懇話会. 名古屋 

2018 年 4 月 7 日. 

 

藤原寛行。GCIG 参加報告. 第 29 回 GOTIC 教育セミナー. 東京 2018 年 6 月 16 日. 

 

藤原寛行。当院における子宮内膜症の治療方針. あすか製薬社内勉強会. 宇都宮 2018 年 6

月 21 日. 

 

藤原寛行。月経困難症の EBM～疼痛対策を中心に. 宇都宮産婦人科医会・二金会. 宇都宮 

2018 年 10 月 12 日. 

 

藤原寛行。月経困難症の EBM～疼痛対策を中心に. 京都産科婦人科学会/平成 30 年度学術

集会. 京都 2018 年 10 月 20 日. 

 

藤原寛行。再発卵巣がん治療 update. 第 9 回 Network Gynecologic Cancer. 東京 2018 年 11 月

2 日. 

 

藤原寛行。卵巣がん治療. 持田製薬社内勉強会. 東京 2018 年 11 月 8 日. 

 

松原茂樹。Introductory remark: 産科手術の特殊性。2018 年度宇都宮産婦人科医会および各

群市部合同研修会 2018 年 5 月 18 日 宇都宮文化会館 

 



松原茂樹。出血死だけは絶対回避する新規止血術：MY縫合、MY sandwich、Nelaton法と

Fishing法。137回近畿産婦人科学会学術集会2018年6月10日。大阪リーガロイヤルホテル 

 

松原茂樹。Systematic な論文作成支援：困っている仲間を学術面から助ける。Clinical 

Research Support Team -Jichi (CRST)。Kissei Kur 2018;11(2):17-18. 

 

松原茂樹。Introductory remarks: 帝王切開を考える. 第54回日本周産期・新生児学会総会. 

2018年7月8日. 東京国際フォーラム 

 

松原茂樹。特別講演：負けない産科手術：出血死だけは絶対回避する新規3策。MY縫合、

MY-sandwich, Bakri balloon挿入・保持法（Nelaton法とFishing法）。第40回茨城医学会産婦

人科分科会（187回茨城産婦人科学会）。水戸Medical Center. 

2018年10月13日。 

 

松原茂樹。うまい論文の書き方：編集者・査読者を味方にする術。共同企画セミナー招請講

演。第 63 回日本新生児成育医学会学術総会。都市センター。東京。2018 年 11 月 23 日 


